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１ 発行にあたって 

 

新型コロナウイルス感染症の驚異は消えたわけではありませんが、少しずつ

状況が変わり、私たち大田区自立支援協議会の活動も軌道を戻しつつありま

す。未だ弊害に悩まされている人がいることをも踏まえつつ、今必要なこと

と、これからすべきことについて、注意しながら、考え取り組んでいきたいと

思います。 

 自立支援協議会の機能と役割は、その置かれた地域によって多様です。大田

区の場合は、未整備で不足している事項をカバーしていくというよりも、他機

関で取り組んでいることを理解しながら、私たちがやるべきことや出来ること

を見出して、よりよい生活を目指していくことにあるのではないかと考えてい

ます。活動のサイクルとしては２年間を設定しました。これは今の課題を考

え、活動を定めて一定の効果を出していくために、必要なかたちであるとして

います。ワーキンググループもこれに沿ったかたちで動かして行きたいと思い

ます。 

 最初のサイクルは対面会議や目立った活動もできずにおりましたが、今後は

改めて皆さんと一緒に取り組みを進めていきたいと思います。 

 

大田区自立支援協議会  

                          会長 名川 勝 

 

 

２ 所掌事項 

 

(１) 相談支援事業に関すること。 

(２) 地域の関係機関との連携体制の構築に関すること。 

(３) その他障害者福祉の増進に必要なこと。 
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３ 大田区自立支援協議会設置要綱 

大田区自立支援協議会設置要綱 

 

         平成 20 年５月 16 日 20 保福障発第 10280 号区長決定 

改正 平成 20 年７月 22 日 20 保福障発第 10902 号部長決定 

改正 平成 21 年３月 27 日 20 保福障発第 12956 号部長決定 

改正 平成 22 年３月 25 日 21 福障発第 13325 号部長決定 

改正 平成 24 年３月 22 日 23 福障発第 13466 号部長決定 

改正 平成 25 年３月 14 日 24 福障発第 13467 号部長決定 

改正 平成 29 年３月 27 日 28 福障発第 15598 号福祉部長決定 

      改正 平成 31 年４月９日 30 障サ発第 10034 号所長決定 

（目的） 

第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 89 条の３

に基づき、障害者及び障害児の地域における自立した生活を支援するため、相談支

援事業をはじめ、地域の障害福祉の課題について具体的な検討を行うことを目的と

して、大田区自立支援協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 相談支援事業に関すること。 

(２) 地域の関係機関との連携体制の構築に関すること。 

(３) その他障害者福祉の増進に必要なこと。 

（協議会の組織） 

第３条 協議会は、次に掲げる区分のうちから、区長が委嘱する委員 22 人以内で構

成する。 

(１) 地  域 

(２) 福  祉 

(３) 保健医療 

(４) 学識経験 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、原則として、委嘱の日から委嘱の日の属する翌年度末までと

する。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合における後任の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会は、会長が招集する。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、協議会に委員以外の者を出席させて意見を

聴くことができる。 

（専門部会） 

第７条 協議会は、専門的な調査検討を行うため、専門部会を置くことができる。 
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２ 専門部会は、次に掲げる者をもって組織する。 

(１) 会長が指名する委員 

(２) 部会委員として会長が推薦し、区長が委嘱する者 

３ 専門部会に部会長を置き、部会長は、委員の中から会長が指名する。 

４ 部会長は、専門部会を招集し、議事を掌理するとともに、調査検討経過及び結果

を協議会に報告する。 

５ 部会長は、必要があると認めたときは、専門部会に委員以外の者を出席させ、意

見を聴くことができる。 

（報告書の提出） 

第８条 協議会は、協議した内容を報告書にまとめ、障がい者総合サポートセンター

所長に提出する。 

（庶務） 

第９条 協議会及び専門部会の庶務は、障がい者総合サポートセンターにおいて処理

する。 

（委任） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 

付 則 

この要綱は、決定の日から施行する。 

付 則（平成 20 年７月 22 日 20 保福障発第 10902 号） 

この要綱は、決定の日から施行する。 

付 則（平成 21 年３月 27 日 20 保福障発第 12956 号） 

この要綱は、平成 21 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 22 年３月 25 日 21 福障発第 13325 号） 

この要綱は、平成 22 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 24 年３月 22 日 23 福障発第 13466 号） 

この要綱は、平成 24 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 25 年３月 14 日 24 福障発第 13467 号） 

この要綱は、平成 25 年４月１日から施行する。 

付 則（平成 29 年３月 27 日 28 福障発第 15598 号） 

この要綱は、平成 29 年４月１日から施行する。 

  付 則（平成 31 年４月９日 31 障サ発第 10034 号） 

この要綱は、平成 31 年 4 月９日から施行する。 
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４ 組織図 

 

 

５ 委員名簿 

（協議会委員） ◎会長 ○副会長 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 ◎ 名川 勝 
筑波大学 人間総合科学研究科  

障害科学専攻 人間系 障害科学域 

福 

祉 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 田邉 俊子 NPO 法人 大身連 

 遠藤 文夫 大田区肢体障害者福祉協会 

 宇田尻 浩司 大田区視覚障害者福祉協会 

 藤澤 成光 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

○ 神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 宮坂 貴子 大田区立久が原福祉園 

 鈴木 啓太 

相談支援事業所連絡会おおた 推薦 

NPO 法人 ライフサポート かたつむり 

糀谷作業所 

 鶴田 雅英 
大田区就労支援ネットワーク 推薦 

社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場  

 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社ナイスケア 

 宮崎 渉 

大田区児童発達支援地域ネットワーク会議 推薦  

NPO 法人 ふぁみりーサポートちきちきネット 

くれよんくらぶ 

 大場 貴弘 
大田区障がい者グループホーム連絡会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

地 

域 

 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 宮嶋 祐紀子 東京都立矢口特別支援学校 

 真弓 あすか 東京都立城南特別支援学校 

 佐久間 香織 東京都立田園調布特別支援学校ＰＴＡ 

 吉田 昭子 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

保健医療  増井 優 東京都保健医療公社 荏原病院 

 

 

 

 

（２年間で３回開催）
協議会委員で構成。地域の関係者が情報共有し、
協議会の運営等について協議・確認する場。

各専門部会で協議されたことを共有することで、
地域のサービスの基礎整備につなげ、公開された
会議体として、協議会の活動を広く発信していく。

大田区自立支援協議会 （本会）

（連携ネットワーク体）

各専門部会と連携している。
• 施設長会
• 障がい者就労促進担当者会議
• 児童発達支援地域ネットワーク会議
• 相談支援事業所連絡会おおた
• 生産活動支援施設連絡会
• 大田区障がい者グループホーム連絡会
• 大田区居宅支援事業者ネットワーク
• 大田区職場体験実習実行委員会
• 就労移行支援事業所連絡会
• おおたＴＳネット 等

（必要に応じて開催）
会長・副会長・各専門部会長等が参加。

本会や専門部会のすすめ方、協議会のあり方等
を検討・調整する場。

運営会議

（年２回程度開催）
各専門部会の編集委員により構成。

「大田区自立支援協議会だより」を作成し、
協議会活動の情報発信を進める。

編集会議

相談支援部会 地域生活部会 防災・あんしん部会

専門部会 専門部会専門部会

ワーキンググループワーキンググループワーキンググループ

作業部会 作業部会作業部会

合
同
部
会

個別支援会議 オブザーバー事務局

【委員構成】
 協議会委員
（１）地域（２）福祉（３）保健医療（４）学識経験の区分
から、区長が委嘱する委員22名以内で構成する。

 専門部会のみ委員
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、会長が推薦し、区長が委嘱する者。

 オブザーバー
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、部会長が必要があると認めた者。

地域で日常的に行われている
個別支援会議（ケア会議）

自立支援会議で取り上げていくもの
 公民協働やネットワークをより一層必要とする支援
 現場で支援者が困難を感じている、支援が行き詰っているもの 等

 専門部会：課題に応じた委員等から構成。地域の課題について、具体的に協議する場。

 作業部会：専門部会の進め方や運営方法を検討・調整・準備する場。また、ワーキンググループの進捗を
確認する場。

 合同部会：部会間で共通の地域課題を検討し、課題解決を目的に取り組む場。
 ワーキンググループ：専門部会で検討して具体化できた解決方法、もしくは解決方法に繋がる作業を

一定期間（１年未満）の中でつくりあげる場。
 交流会：各専門部会に参加している委員同士の交流を行い、地域課題の共通認識をもつ場。

交
流
会

（２年間で３回開催）
協議会委員で構成。地域の関係者が情報共有し、
協議会の運営等について協議・確認する場。

各専門部会で協議されたことを共有することで、
地域のサービスの基礎整備につなげ、公開された
会議体として、協議会の活動を広く発信していく。

大田区自立支援協議会 （本会）

（連携ネットワーク体）

各専門部会と連携している。
• 施設長会
• 障がい者就労促進担当者会議
• 児童発達支援地域ネットワーク会議
• 相談支援事業所連絡会おおた
• 生産活動支援施設連絡会
• 大田区障がい者グループホーム連絡会
• 大田区居宅支援事業者ネットワーク
• 大田区職場体験実習実行委員会
• 就労移行支援事業所連絡会
• おおたＴＳネット 等

（必要に応じて開催）
会長・副会長・各専門部会長等が参加。

本会や専門部会のすすめ方、協議会のあり方等
を検討・調整する場。

運営会議

（年２回程度開催）
各専門部会の編集委員により構成。

「大田区自立支援協議会だより」を作成し、
協議会活動の情報発信を進める。

編集会議

相談支援部会 地域生活部会 防災・あんしん部会

専門部会 専門部会専門部会

ワーキンググループワーキンググループワーキンググループ

作業部会 作業部会作業部会

合
同
部
会

個別支援会議 オブザーバー事務局

【委員構成】
 協議会委員
（１）地域（２）福祉（３）保健医療（４）学識経験の区分
から、区長が委嘱する委員22名以内で構成する。

 専門部会のみ委員
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、会長が推薦し、区長が委嘱する者。

 オブザーバー
大田区自立支援協議会設置要綱第７条第２項に
基づき、部会長が必要があると認めた者。

地域で日常的に行われている
個別支援会議（ケア会議）

自立支援会議で取り上げていくもの
 公民協働やネットワークをより一層必要とする支援
 現場で支援者が困難を感じている、支援が行き詰っているもの 等

 専門部会：課題に応じた委員等から構成。地域の課題について、具体的に協議する場。

 作業部会：専門部会の進め方や運営方法を検討・調整・準備する場。また、ワーキンググループの進捗を
確認する場。

 合同部会：部会間で共通の地域課題を検討し、課題解決を目的に取り組む場。
 ワーキンググループ：専門部会で検討して具体化できた解決方法、もしくは解決方法に繋がる作業を

一定期間（１年未満）の中でつくりあげる場。
 交流会：各専門部会に参加している委員同士の交流を行い、地域課題の共通認識をもつ場。

交
流
会
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５ 委員名簿 

【令和３年度】 

（協議会委員） ◎会長 ○副会長 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 ◎ 名川 勝 筑波大学 人間系 障害科学域 

福 

祉 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 福田 美和 ＮＰＯ法人 大身連 

 山内 京子 大田区視覚障害者福祉協会 

 竹内 千代江 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

○ 神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 金子 正 
大田区施設長会 推薦 

社会福祉法人睦月会 Be ステーション凛 

 山本 利寛 

相談支援事業所連絡会おおた 推薦 

社会福祉法人プシケおおた  

かまた生活支援センター 

 柴田 静 
大田区就労支援ネットワーク※１ 推薦 

社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場  

 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社ナイスケア 

 小野 英次郎 
大田区児童発達支援地域ネットワーク会議 推薦  

特定非営利活動法人みんなの家 

 大場 貴弘 
大田区障がい者グループホーム連絡会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

地 

域 

 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 宮澤 創 東京都立城南特別支援学校 

 蓮井 祥子 東京都立田園調布特別支援学校 

 江頭 公美子 東京都立矢口特別支援学校ＰＴＡ 

 清水 悠子 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

保健医療  森山 美穂 東京都保健医療公社 荏原病院 

※１「大田区障がい者就労促進担当者会議」「大田区就労移行支援事業所連絡会」 

「大田区職場体験実習実行委員会」 
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【令和４年度】 

（協議会委員） ◎会長 ○副会長 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 ◎ 名川 勝 筑波大学 人間系 障害科学域 

福 

祉 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 福田 美和 ＮＰＯ法人 大身連 

 山内 京子 大田区視覚障害者福祉協会 

 一色 ふみ子 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

○ 神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 金子 正 
大田区施設長会 推薦 

社会福祉法人睦月会 Be ステーション凛 

 山本 利寛 

相談支援事業所連絡会おおた 推薦 

社会福祉法人プシケおおた  

こうじや生活支援センター 

 柴田 静 
大田区就労支援ネットワーク※１ 推薦 

社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場  

 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社ナイスケア 

 小野 英次郎 
大田区児童発達支援地域ネットワーク会議 推薦  

特定非営利活動法人みんなの家 

 大場 貴弘 
大田区障がい者グループホーム連絡会 推薦 

社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

地 

域 

 志村 陽子 おおたＴＳネット 

 松浦 好美  東京都立城南特別支援学校ＰＴＡ 

 蓮井 祥子 東京都立田園調布特別支援学校 

 宮嶋 祐紀子 東京都立矢口特別支援学校 

 清水 悠子 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

保健医療  増井 優 東京都立荏原病院 

※１「大田区障がい者就労促進担当者会議」「大田区就労移行支援事業所連絡会」 

「大田区職場体験実習実行委員会」 
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６ 本会開催状況と内容 

 

協議会委員によって構成され、各専門部会の活動を報告・共有し、協議会活

動全体について協議・確認を行う場です。令和３・４年度は３回開催しまし

た。 

 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

令和３年７月 19 日（月） 

13 時 30 分～15 時 00 分 

（於：新井宿特別出張所３階会議室） 

● 委員委嘱 

● 委員・事務局自己紹介 

● 会長・副会長選出 

● 会長・副会長あいさつ 

● 協議会の構成・進め方及び専門部会体制

について 

● 令和３年度の協議会活動について 

（１）各専門部会長の選出 

（２）令和２年度各専門部会活動の報告 

（３）今後のスケジュールについて 

● 区からの報告 

（１）「おおた障がい施策推進プラン」の概

要について 

● 意見交換・質疑応答 

第２回 

令和４年５月 13 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室）  

● 新規委員・新規事務局紹介 

● 令和３年度各専門部会中間報告 

● 意見交換 

（１）交流会（仮）について 

● 他会議体への参画について 

（１）避難行動要支援者対策連絡会議 

（２）おおたみんなのつどいプロジェクト

実行委員会 

（３）大田区子ども・若者支援地域協議会 

● 区からの報告 

 （１）重層的支援体制の推進について 

 （２）大田区福祉人材育成交流センターに

ついて 

第３回 

令和５年３月９日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室）  

● 運営会議の報告 

● 各専門部会・ワーキンググループの報告 

● 意見交換 

● 区からの報告 

● まとめ 
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７ 各専門部会について 

 

 

 

相談支援部会では、相談支援の観点から、①個別支援会議から地域課題を抽

出し検討する、②大田区の相談支援体制を検証する、に取り組みました。 

地域課題といっても、多様性に伴い、地域に暮らす人々の困りごとも多岐に

渡り複雑化しています。部会委員の活動分野により見える部分は異なります

が、まず始めに「今ある地域課題は何か」を挙げてみました。その中から、今

期の相談支援部会では「医療と（障がい）福祉の間にある課題」に着目してみ

ることとしました。実際に大田区に暮らす方の個別支援会議（個別ケース）か

ら見えてくる課題を「大田区の課題」と捉えなおし、その上で関連して派生す

る課題について考えました。相談支援専門員が医療とどんなやり取りをしてい

るかアンケートをとり現状を調べました。更に、医療と介護の連携状況をお聞

きしたり、医療職（訪問看護師、薬剤師）の方をゲストスピーカーとしてお招

きし、連携のヒントを探ることができました。医療と福祉はそれぞれの専門性

から垣根はあるものかもしれませんが、そこに要支援の方が存在した時に、チ

ームとして手を携えていくことをこれからも考えていきたいと思います。 

また、国が示す「重層的な相談支援体制」に大田区を当てはめてみると、第

２層の充実が課題ではないか、という意見から、ワーキンググループでその課

題に取り組みました。第２層に位置付けられていなくとも、様々な「相談」を

お受けするところはあり、それらを有機的につなげていくことも一つの解決に

向けた協働となるのではないでしょうか。 

協議会で取り組んでいることは、目に見える大きな成果は実感しにくいかも

しれません。しかし、見過ごされてしまえば変わることも望めません。「為さ

ねば成らぬ何事も」、その先には誰しもが尊重された自分らしい生活の実現に

つながることを願ってやみません。 

最後に、長きにわたり相談支援部会でご活躍いただいた茂野俊哉委員（相談

をめぐる冒険）が令和５年２月急逝されました。協議会の目的を理解し、障が

い者のより良い生活を誰よりも望んでいた茂野委員を追頌し、ご冥福をお祈り

します。 

 

相談支援部会長 

                             神作 彩子 

 

(１) 相談支援部会委員名簿 

     ◎部会長 ◇作業部会 

区分 協議会委員 所属等 

専
門
部
会
委
員 

◎ 神作 彩子（副会長） 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

 清水 悠子 社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 

相談支援部会 
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◇ 山本 利寛 
社会福祉法人プシケおおた 

こうじや生活支援センター 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 井岡 幸子 
田園調布医師会 

大田区在宅医療相談窓口（田園調布地区） 

(令和４年度) 石川 洋平 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 井町 恵 株式会社カラーズ 

◇ 上原 優希 
ＮＰＯ法人ライフサポート かたつむり 

糀谷作業所 相談支援事業所 

◇ 大窪 恒 
ＮＰＯ法人福祉コミュニティ大田 

障がい者相談支援事業所 らっこ 

 大類 信裕 地域包括支援センター千束 

 草野 牧子 こども発達センターわかばの家 

 小嶋 愛斗 弁護士／おおたＴＳネット 

◇ 茂野 俊哉 ＮＰＯ法人風雷社中 相談をめぐる冒険 

 清野 弘子 
大田区ダウン症児を育てる親の会 

キャロットクラブ 

◇ 筒井 寛孝 株式会社ケアズファクトリー 

(令和３年度) 中田 雅孝 大田区立南六郷福祉園 

 永井 良宗 相談支援事業所 でらいとさぽーと 

 野﨑 陽一郎 
社会福祉法人大田幸陽会 

相談支援室 さんさん幸陽 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

 ・仁部 弘  （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体））令和３年度 

 ・渡邉 伸幸 （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体））令和４年度 

・小林 善紀 （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的））令和３年度 

 ・徳留 敦子 （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的））令和４年度 

 ・友成 久  （調布地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的））令和３年度 

 ・村田 亮  （調布地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的））令和４年度 

   令和３・４年度 

・後藤 憲治 （調布地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

・小川 幹夫 （蒲田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

 ・高柳 茂泰 （蒲田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

 ・七尾 尚之 （糀谷・羽田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

 ・馬場 聡子 （糀谷・羽田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

 ・野呂 美之 （蒲田地域健康課 保健担当係長）令和３年度 

 ・金子 江理子(蒲田地域健康課 保健担当係長）令和４年度 

・國府 隆子 （調布地域健康課 健康事業係長）令和３年度 
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・廣井 千晴 (糀谷・羽田地域健康課 健康事業係長)令和４年度 

 ・徳留 敦子 （上池台障害者福祉会館 特定相談支援担当係長）令和３年度 

・渡部 尚  (上池台障害者福祉会館 特定相談支援担当係長）令和４年度 

 

(２) 開催状況と内容 

日 時 主な内容 

第１回 

令和３年９月 29 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 昨年度相談支援部会の経過共有 

● 令和３年度の検討課題について 

● 年間スケジュールの確認 

第２回 

令和３年 11 月 10 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 自己紹介 

● 昨年度及び第１回開催内容の経過共有 

● 今期の方向性を内容の確認 

● 地域課題の検討 

● 年間スケジュールの決定 

第３回 

令和３年 12 月 15 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 個別支援会議（事例検討） 

・ 課題抽出 

（野中式事例検討方法を活用） 

第４回 

令和４年１月 12 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 個別支援会議 

・ 抽出された課題の整理 

第５回 

令和４年２月９日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため中止 

第６回 

令和４年５月 11 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 年間スケジュールの確認 

● 中間報告の振り返りと今期検討事項の

確認 

● 基幹相談支援センターの現状報告 

● 報告を踏まえた意見交換 

第７回 

令和４年７月６日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 本会の報告 

● 医療連携・連携ツール（資源）について 

・ 大田区在宅医療相談窓口の連携につ

いて 

田園調布在宅医療相談窓口 井岡委員 

・ グループワーク、全体共有 
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作業部会開催日 

令和３年度  令和３年 11 月 24 日、12 月 22 日 

令和４年度 令和４年４月 20 日、８月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回 

令和４年９月７日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域における医療と障がい福祉の今後

の連携に向けて 

・ 大田区在宅医療連携相談窓口の発表 

から 

・ 医療と障害福祉の連携に関するアン 

ケートの結果から 

● ワーキンググループ発足について 

第９回 

令和４年 10 月 12 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 第１回ワーキンググループの報告 

● 訪問看護師の役割について 

シップ訪問看護ステーション多摩川 

呉氏 

・ 質疑応答、グループワーク、全体共有 

第 10 回 

令和４年 12 月７日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

・  交流会の報告 

● 第２回ワーキンググループの報告 

● 薬剤師の役割について 

クローバーリーフ薬局 千葉氏 

・ 質疑応答、グループワーク、全体共有 

第 11 回 

令和５年２月８日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 運営会議の報告 

● 今期のまとめ 

● 協議会として検討した内容の発信・周知

方法、今後の取り組みについて 

・ グループワーク、全体共有 
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（３）ワーキンググループ  

  ア）重層的な相談支援体制における第２層の充実に関すること   

 ＜目的＞第２層における相談ニーズや相談支援体制の現状把握・分析し、 

相談支援体制の充実のため、アイデア等を模索・検討する。 

＜内容＞区内相談ニーズ、相談支援体制の現状把握と分析をする。 

    第２層における相談支援体制を検討する。 

 

＜ワーキンググループメンバー＞ 

オブザーバー 

内藤 博幸 
大田区社会福祉協議会 

おおた地域共生ボランティアセンター 

＜開催経過と内容＞ 

神作 彩子 大田区立障がい者総合サポートセンター 

山本 利寛 社会福祉法人プシケおおた こうじや生活支援センター 

上原 優希 
ＮＰＯ法人 ライフサポートかたつむり 

糀谷作業所 相談支援事業所 

大窪 恒 
ＮＰＯ法人 福祉コミュニティ大田  

障がい者相談支援事業所らっこ 

大類 信裕 地域包括支援センター千束 

茂野 俊哉 ＮＰＯ法人風雷社中 相談をめぐる冒険 

草野 牧子 こども発達センターわかばの家 

清野 弘子 大田区ダウン症児を育てる親の会キャロットクラブ 

徳留 敦子 大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的） 

日 時 主な内容 

第１回 

令和４年９月 28 日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室２） 

● 参加メンバーの確認 

● テーマの確認 

● 目的・内容の確認 

第２回 

令和４年 11 月９日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ集会室２） 

● 前回の内容確認 

● 区内の現状確認と共有 

● 他自治体の取組等情報共有 

● 行政向けアンケートについて 

● 地域福祉コーディネーターとの調整 

第３回 

令和４年 12 月 14 日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ集会室２） 

● 前回の内容確認 

● 区内の現状整理 

● 行政向けアンケート結果の共有 

● 大田区社会福祉協議会地域福祉コーディネー

ターより活動内容等の説明 

第４回 

令和５年１月 25 日（水） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 前回の内容確認 

● 報告書について検討 

● 活動振り返り・感想 
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 ２年前に地域生活部会の部会長を引き受けるにあたり、様々な団体から部会

を構成する本会委員や専門部会のみ委員の方がいる中で、それぞれの所属する

団体の意見や要望等がある事は想定されました。しかし、自立支援協議会は、

課題を解決するための要望や意見を各団体がそれぞれに表出していくと、「あ

の団体の意見は取り上げているのに私達の団体の意見は取り上げてもらえな

い」等々の不平や不満等の偏りが生じてしまい、団体ごとの力関係による会議

形成がされてしまいます。 

そこで、私たち地域生活部会では地域で様々な方の生活が豊かになることを

目指した会議体を形成する事を目的に、様々な障がいのある方達の共通の課題

を取り入れた解決に向けての整理や分析に、この２年間は力をそそぎました。

そのため、従前のような各団体が課題を抽出し、様々な課題を課題ごとに個々

に解決に向けた部会活動から、令和３・４年は視点を変えて、前述のように各

団体が持つ課題を照らし合わせて共通の課題を見出す事で、10 年後の大田区が

住み良い環境になることに課題のスポットをあてていきました。そして、大田

区で暮らす障がいのある方全てという大きな視点となりますが、大田区の未来

に向けた課題の整理を行いました。１年目はざっくばらんに各団体の課題を提

示してもらい、共通項を探し、２年目はそれらの課題から見えた共通項を「幼

少期、学齢期」と「成人期、高齢期」で課題の分析整理を行いました。 

私達の住む大田区で特定の障がいのある方だけが住みやすくなるのではな

く、様々な障がいのある方に共通の課題を見出し、誰もが住みやすい大田区に

なることを目指す課題の解決に向けた分析整理をすることを地域生活部会の活

動としてきました。この活動は大きな視点のため、当初何をしているのかと戸

惑った委員の方も多かったようですが、福祉「wellfare」という言葉の本来の

意味は「暮らしが楽しく」なることを目指すものです。10 年後にそこに近づい

ていることができればと思いながら、この２年の任期を委員の方達と楽しく語

り合えたのではないかと部会長として思っています。 

 

                           地域生活部会長 

伊藤 朋春 

 

(１) 地域生活部会委員名簿 

     ◎部会長 ○副部会長 ◇作業部会 

区分 協議会委員 所属等 

専
門
部
会
委
員 

◎ 伊藤 朋春 
大田区居宅事業者ネットワーク 推薦 

株式会社 ナイスケア 

○ 山根 聖子 大田区手をつなぐ育成会 

◇ 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

◇ 
(令和３年度) 江頭 公美子 東京都立矢口特別支援学校ＰＴＡ 

地域生活部会 
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◇ 
（令和４年度) 

松浦 好美 東京都立城南特別支援学校ＰＴＡ 

◇ 大場 貴弘 社会福祉法人大田幸陽会 障害者生活ホーム 

◇ 小野 英次郎 ＮＰＯ法人 みんなの家 

 金子 正 社会福祉法人 睦月会 Be ステーション凛 

◇ 柴田 静 
社会福祉法人東京コロニー  

東京都大田福祉工場 

 蓮井 祥子 東京都立田園調布特別支援学校 

◇ 
(令和３年度) 宮澤 創 東京都立城南特別支援学校 

◇ 
(令和４年度) 宮嶋 祐紀子 東京都立矢口特別支援学校 

◇ 
(令和３年度) 森山 美穂 

東京都保健医療公社 荏原病院 

（地域医療連携室医療相談係 主任） 

◇ 
(令和４年度) 増井 優 

東京都立荏原病院 

（患者・地域サポートセンター 患者支援 

グループリーダー） 

専
門
部
会
の
み
委
員 

◇ 相澤 あゆみ ＮＰＯ法人 あかしろきいろ 

 榎 拓巳 ＮＰＯ法人 はせさんず 

◇ 金丸 正明 有限会社吉野ヘルパーステーション 

◇ 小松代 菜央 大田区重症心身障害児(者)を守る会 

◇ 新田 美和 大田区立障がい者総合サポートセンター 

◇ 橋本 朋子 大田区肢体不自由児者父母の会 

◇ 平井 有希子 東京社会福祉士会 

 

(２) 開催状況と内容 

日 時 主な内容 

第１回 

令和３年９月 21 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 年間スケジュールの確認 

● 令和３年度第１回本会のフィードバック 

● 令和２年度「地域生活部会」の課題等の

取扱いについて 

● 地域生活部会としての地域課題の確認

について 

● 「専門部会のみ委員」の推薦について 
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第２回 

令和３年 11 月 16 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 委員・専門部会のみ委員の紹介 

● 運営会議の報告 

● 令和３年度専門部会の活動について 

「希望する暮らしの実現」（マスタープ

ラン） 

・ 令和３年度のスケジュール確認 

・ グループワーク 

  課題抽出（アクションプランの設定に 

  向けて） 

第３回 

令和３年 12 月 21 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 部会として取り扱う共通課題の検討 

・ グループワーク 

前回抽出された課題の整理 

第４回 

令和４年１月 18 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため中止 

第５回 

令和４年２月 18 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の

ため中止 

第６回 

令和４年５月 24 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 部会として取り扱う共通課題の検討（グ

ループワーク） 

・ 共通項目の再整理 

第７回 

令和４年６月 21 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・ 幼少期・学齢期からの抽出課題 

（テーマ）について 

・ 課題抽出までの経過 

・ 意見交換 

第８回 

令和４年７月 19 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・ 第７回専門部会の振り返り 

・ 意見交換 

・ まとめ 

第９回 

令和４年９月 20 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・ 幼少期・学齢期のまとめ 

・ 成人期・高齢期について共通課題の

振り返り 

・ 個の情報整理による課題抽出の方向

性 

第 10 回 

令和４年 10 月 27 日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・ 成人期・高齢期についての検討課題の

整理 

・ 課題抽出方法の検討 
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作業部会開催日 

令和３年度 令和３年 11 月８日、12 月７日、令和４年１月７日 

令和４年度 令和４年５月 10 日、６月７日、７月５日、９月６日、10 月４日、

11 月１日、12 月６日、令和５年１月 10 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 回 

令和４年 11 月 15 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討（グループワーク） 

・ 「障がい特性の理解」に向けた方法の

検討 

第 12 回 

令和４年 12 月 20 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・ 「障がい特性の理解」のまとめ 

・ 「その人自身の理解」に向けた方法の

抽出 

第 13 回 

令和５年１月 24 日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 地域課題の検討 

・ 「その人自身の理解」に向けた方法の

まとめ 

・ 地域生活部会のまとめ 

第 14 回 

令和５年２月７日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ集会室２） 

● 地域生活部会のまとめ 

・ 今年度の活動のまとめ 
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２年任期で始まった防災・あんしん部会では先の課題を引き継ぎ、関係所管

とも連携しながら取り組みを進めてきました。今期、ワーキンググループは設

置せず、各回のテーマに沿って部会内で共有、検討を重ねました。障がい当事

者メンバーの多い部会のため、感染予防への配慮やオンライン活用の難しさも

あり、令和３年度に関しては５回を予定していた部会が３回の開催に留まって

しまったことは残念でした。 

「防災」と「あんしん（権利擁護）」という二つのテーマの両方に、当事

者・家族・支援者・地域との共感、共有が必須であり、そこには共通した課題

があると認識しています。対面での部会開催が厳しい中、１年目は区の仕組み

について学び、２年目は具体的な項目について取り組み始めることに着手しま

した。関係する区の会議体の状況等も共有し、協議会の部会として意見が出せ

るよう整えていければと思います。 

権利擁護を意識する「あんしん」についてでは、だれでも自由に話せる“カ

フェ”の可能性に期待し、部会内で開催し手応えを感じることができました。

今後、より広く実施できるよう次へ向けて取り組んでいきます。「障害者差別

解消」や「合理的配慮」という言葉は当事者なしでは語れないことです。専門

部会を越えて協議会全体で丁寧に扱えるように提案していきたいと考えます。 

「防災」に関しては、具体化してきた「個別避難計画」について、担当者と

意見交換ができました。既に防災会議などでもその取り組みに関して発信され

てはいますが、その「計画」がご本人たちの役に立つものとなるには、まだま

だ検討の余地があると思います。 

今期取り組めなかった“ヘルプカード”の内容精査・啓発や、個別避難計画

の広まりと同時にさらにその役割が期待される福祉避難所のあり様なども、検

討していきたいと考えます。 

アウトリーチが売りの部会です。今期我慢した分次年度以降飛び出せますよ

うに。 

 

                       防災・あんしん部会長 

                             志村 陽子 

 

(１) 防災・あんしん部会委員名簿 

    ◎部会長  

区分 協議会委員 所属等 

専
門
部
会
委
員 

◎ 志村 陽子 おおたＴＳネット 

◇ 名川 勝 筑波大学 人間系 障害科学域 

◇ 蛭子 明子 大田区肢体不自由児者父母の会 

◇ 山内 京子 大田区視覚障害者福祉協会 

防災・あんしん部会 防災・あんしん部会 
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◇ 福田 美和 ＮＰＯ法人 大身連 

(令和３年度) 竹内 千代江 大田区聴覚障害者協会 

◇ 
（令和４年度) 

一色 ふみ子 大田区聴覚障害者協会 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 粟田 修平 ＮＰＯ法人 大身連 

◇ 生駒 友一 おおた社会福祉士会 

 石塚 由江 大田区手をつなぐ育成会 

◇ 宇田尻 浩司 大田区視覚障害者福祉協会 

◇ 北畠 拓也 おおたＴＳネット 

◇ 桟敷 洋子 ＮＰＯ法人 はせさんず 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

令和３年度 

・和田 洋治 （防災危機管理課 防災危機管理担当係長（普及）） 

・山下 潤二 （福祉管理課 調整担当係長（計画）） 

・伊藤 由理 （障害福祉課 障害者支援担当係長（計画）） 

令和４年度 

・阿部 慶一 （区民活動団体 防災まちづくり研究会） 

・九貫 裕人 （障害福祉課 障害者支援担当係長（計画）） 

・河野 雄二 （福祉管理課 調整担当係長（計画）） 

 

(２) 開催状況と内容     

日 時 主な内容 

第１回 

令和３年９月 27 日（月） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

●自立支援協議会の役割の確認 

●今年度の専門部会運営、流れの確認 

●報告書から昨年度の活動の共有 

●今年度の専門部会テーマと課題策定 

●オブザーバーの確認 

 

第２回 

令和３年 11 月 22 日（月） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

● 委員、オブザーバー自己紹介 

● 来年度の専門部会スケジュールについて 

● 第２回運営会議の報告 

● 大田区防災会議の報告・意見交換 

 

第３回 

令和３年 12 月 13 日（月） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

● 副部会長と来年度の専門部会スケジュ

ールについて 

● 大田区の権利擁護のしくみの報告・意見

交換 
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第４回 

令和４年 1 月 24 日（月） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため中止 

第５回 

令和４年 2 月 14 日(月) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室） 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため中止 

第６回 

令和４年５月 18 日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 昨年度までの専門部会の振り返り 

● 今年度の専門部会の取り組みについて 

第７回 

令和４年６月８日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 避難行動要支援者対策連絡会の報告 

● 今年度の部会の活動予定について 

● カフェの実施について 

第８回 

令和４年７月６日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 専門部会委員交流カフェ(仮)について 

● 今年度の部会の活動予定について 

第９回 

令和４年８月３日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● あんしんカフェ 

第 10 回 

令和４年９月７日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 学習会「在宅避難について」 

第 11 回 

令和４年 10 月５日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 「カフェ」・「在宅避難」講演の振り返り

について 

● 今後の「カフェ」の実施について 

第 12 回 

令和４年 12 月７日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 「大田区障がい者差別解消支援地域協

議会」報告 

● 合理的配慮について 

第 13 回 

令和５年１月 11 日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 「避難行動要支援者対策連絡会議」報告 

● 個別避難計画の意見交換 

● 令和３・４年度防災のまとめについて 
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作業部会開催日： 

令和４年度 令和４年７月 12 日、11 月 10 日、令和５年１月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14 回 

令和５年２月８日(水) 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 令和３・４年度専門部会まとめ 

● 次年度に向けて 
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８ 運営会議について 

 

大田区自立支援協議会は、今期より部会活動も２年間の任期となりました。

２年間かけて、じっくり課題に取り組めるようになった反面、協議会活動全体

を俯瞰して調整していくことが大切となります。協議会活動のエンジンともい

われる運営会議は、その重要性を認識しながら計 12 回の会議を重ね、協議会

で取り上げる課題の整理、部会活動の進捗、内容の把握、部会で立ち上げるワ

ーキンググループの承認などを行いました。 

また、本会は節目の報告会の要素が強いことから、部会委員の交流と全体議

論の場を設けるために「交流会」を企画し、令和４年 10 月に行われました。

協議会で自分たちが何を行いたいか、対面で議論を交わし、大変有意義な会と

なったと思います。 

これからも運営会議で調整を図りながら活発で有意義な協議会活動を続けて

いければと思います。 

 

                        大田区自立支援協議会  

                         副会長 神作 彩子 

 

 

（１）令和３・４年度運営委員 

氏 名 役 職 

名川 勝 会長 

山根 聖子 副会長 

神作 彩子 副会長（相談支援部会長兼務） 

伊藤 朋春 地域生活部会長 

志村 陽子 防災・あんしん部会長 

 

 

 

（２）開催状況と内容     

日 時 主な内容 

第１回 

令和３年７月 19 日（月） 

15 時 10 分～15 時 40 分 

（於：新井宿特別出張所３階会議室） 

● 運営会議について 

・ 運営会議参加者について 

・ 議事進行について 

・ 運営会議メンバー間の情報共有に

ついて 

● 専門部会運営について 

・ 専門部会のみ委員の推薦について 

● 今後のスケジュールについての共有 
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第２回 

令和３年 10 月 25 日（月） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 専門部会のテーマ・課題の共有 

● ワーキンググループについての確認 

● 自立支援協議会報告書について 

・ ２年任期の中での報告書の作成に

ついて 

● 協議会だよりについて 

・ 今年度の発行についての確認 

● 第２回本会開催日程について 

● 障害福祉課から 

第３回 

令和３年 12 月 24 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 各専門部会からの報告 

● 本会のあり方について 

・ 本会での議論のもち方についての

検討 

・ 本会委員の他部会活動の把握につ

いて 

● 中間報告書・協議会だよりの確認 

● ワーキンググループの承認について 

第４回 

令和４年３月２日（水） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 第２回本会に向けて検討 

● ２年任期における本会のスケジュール

について 

● 今後の部会スケジュールの確認 

● 運営会議の議事録について 

第５回 

令和４年４月 22 日（金） 

13 時 30 分～15 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 区主催各会議体への自立支援協議会委

員の参加依頼について 

・ 「おおたみんなのつどいプロジェ

クト」実行委員 

・ 「避難行動要支援者対策連絡会議」

委員 

・ 「子ども・若者支援地域協議会」委

員 

● 第２回本会に向けて共有・検討 

● 交流会（仮）の開催時期について 

第６回 

令和４年５月 13 日（金） 

13 時 30 分～15 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 子ども・若者支援地域協議会委員の推

薦について 

● 協議会だよりについて 

● 編集委員の選出について 

第７回 

令和４年７月 28 日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 交流会に向けての検討 

・ 開催方法について 

・ 交流に向けたテーマの検討 

第８回 

令和４年９月 29 日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

● 全体交流会の内容について 

・ セッションのテーマについて 

・ タイムスケジュールの確認 
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（Webex を使用した WEB 会議） ● 各専門部会からの報告 

● 区主催各会議体への参加状況の共有 

第９回 

令和４年 10 月 19 日（木） 

14 時 00 分～15 時 30 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 全体交流会の振り返り 

● 協議会だよりについて 

・ 内容についての確認 

第 10 回 

令和４年 12 月１日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 協議会だより第 22 号の発行について 

● 各専門部会からの報告 

● 令和３・４年度報告書について 

● 全体交流会の共有 

第 11 回 

令和４年 12 月 23 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 次期に向けての確認 

・ ２年任期の流れについて 

第 12 回 

令和５年２月 20 日（月） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● 各専門部会からの報告 

● 令和３・４年度報告書（案）について 

● 第３回本会に向けて検討 
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９ 編集会議と大田区自立支援協議会だよりの発行について 

 

平成 24 年度に発行を開始した「大田区自立支援協議会だより」について

は、定期的な発行に向けて、平成 25 年度より「編集会議」を設置していま

す。編集会議は、各専門部会から選出された編集委員により構成され、協議会

だよりの掲載内容の検討などを行う場です。 

 令和３・４年度は、専門部会のみ委員の任期が２年間となりました。それに

伴い協議会に関わる全ての委員が、共通認識のもとに継続した協議会運営を行

うことができるようになりました。また、始めに取り組むテーマを決めてから

その課題を検討するメンバーが集まるという課題先行型の体制に変更し、より

具体的な議論を進めてまいりました。昨年度から今年度にかけても、時期によ

っては新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、協議会活動が制限される

場合もありました。その中でも、継続した各専門部会活動について第 21 号

に、全体交流会の開催について第 22 号に記し、発行いたしました（P50 以降参

照）。 

協議会だよりは、区内障がい者施設等関係部署に配布している他、大田区役所

障害福祉課及び障がい者総合サポートセンターの窓口で配布しています。ま

た、過去に発行した協議会だよりは、大田区ホームページから見ることができ

ます。今後も、自立支援協議会の取組に関心を持っていただけるように、協議

会だよりを通じて広く情報発信をしていきます。 

 

 (１) 令和４年度編集委員 

氏 名 所 属 

清水 悠子 相談支援部会 

金丸 正明 地域生活部会 

北畠 拓也 防災・あんしん部会 
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10 区主催各会議体への参加について 

 

 令和４年度、区主催各会議体から自立支援協議会委員の参加の依頼がありま

した。 

相談支援事業をはじめとした地域の障がい福祉の課題について検討している自

立支援協議会と各会議体が連携し、情報共有を行っていくことを目的に参加を

してまいりました。 

 

（１）大田区障がい者施策推進会議  名川会長 

 

（２）大田区障がい者差別解消支援地域協議会  名川会長 

 

（３）大田区子ども・若者支援地域協議会  相談支援部会 神作部会長 

 

日 時 主な内容 

第１回 

令和４年７月 15 日（金） 

14 時 00 分～15 時 15 分 

（Webex を使用した WEB 会議） 

● おおた障がい施策推進プランについ

て 

・ 書面意見紹介 

● おおた障がい施策推進プランの進捗

状況について 

● 大田区障がい者実態調査について 

第２回 

令和４年 10 月６日（木） 

13 時 30 分～15 時 00 分 

会場参集・Web・書面 

● おおた障がい施策推進プランのモニ

タリング指標の進行管理について 

● 令和４年度大田区障がい者実態調査

の実施について 

第３回 

令和５年２月２日（木） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

会場参集・Web・書面 

● 令和４年度大田区障がい者実態調査

結果の概要について 

● 次期おおた障がい施策推進プランの

策定について 

日 時 主な内容 

第１回 

書面会議 

● 障害者差別解消法に係る相談状況に

ついて 

● コロナ禍に対応した新しい日常生活

における合理的配慮の提供について 

日 時 主な内容 

第１回 

令和４年 10 月 20 日（木） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

（於：カムカム新蒲田） 

● 記念講演「生きづらさを抱える若者た

ちへの支援」中央大学 古賀正義教授 

● 大田区の子ども・若者施策の現状と課

題、施策の方向性 

● 大田区子ども・若者総合相談センター

事業の概要について 
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（４）おおたみんなのつどいプロジェクト  地域生活部会 伊藤部会長 

 

（５）大田区防災会議  防災・あんしん部会 志村部会長 

 

（６）避難行動要支援者対策連絡会議  防災・あんしん部会 志村部会長 

 

日 時 主な内容 

第１回 

令和４年５月６日（金） 

10 時 30 分～12 時 00 分 

（於：障がい者総合サポートセン

ター） 

● おおたみんなのつどいのプロジェク

ト実行委員会について 

● 役員選出 

● 企画内容について 

第２回 

書面開催 

● 表彰の審査について 

日 時 主な内容 

第１回 

令和４年 11 月 11 日（金） 

11 時 00 分～12 時 00 分 

(於：大田区本庁舎 第５・第６

委員会室) 

● 東京都が発表した新たな被害想定に

ついて 

● 区の防災対策の動向について 

・ 令和４年度個別避難計画の作成に

ついて 

・ ハザードマップの改訂について 

・ 避難場所等の指定見直しの公表に

ついて 

・ 災害時協力協定の締結について 

● 電力需給対策について 

● 意見交換 

第２回 

令和５年３月 20 日（月） 

13 時 00 分～14 時 00 分 

(於：大田区本庁舎 第５・第６

委員会室) 

● 大田区地域防災計画修正方針につい

て 

● ハザードマップの改訂について 

● 各関係機関の報告等 

日 時 主な内容 

第１回 

令和４年６月２日（木） 

15 時 30 分～17 時 00 分 

(於：大田区消費者生活センター) 

● 避難行動要支援者対策について 

● 水害時ハイリスク者対策について 

● 個別避難計画の作成について 

第２回 

令和４年 11 月８日（火） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

(於：大田区本庁舎 第５・第６

委員会室) 

● 個別避難計画について 

● 避難行動要支援者対策について 

● 意見交換 
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（７）大田区在宅医療連携推進協議会  相談支援部会 神作部会長 

参加経過：令和３年度から相談支援部会において「医療と（障がい）福祉の連

携」をテーマに取り組んでいるが、高齢者福祉では「在宅医療と介護の連携」

はすでに協議会が立ち上げられ、進められている。そこに部会の取り組みを紹

介していただき、障害福祉の視点も加えられるといいのではないかと承認いた

だき、参加に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第 45 回 

令和４年９月 27 日（火） 

19 時 30 分～21 時 00 分 

(Web 会議) (オブザーバー参加） 

● 在宅医療相談窓口の現況報告 

● 在宅医療連携ノートについて 

● 今後の区の「在宅医療・介護連携推進

事業」の推進について 

第 46 回 

令和４年 12 月 21 日（水） 

19 時 30 分～21 時 00 分 

(Web 会議) (会則変更により、

正式な委員となる） 

● 在宅医療相談窓口の現況報告 

● くらし健康あんしんネットおおた（全

体会）について 

● 「在宅医療・介護連携推進事業」の進

捗について 
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11 年間スケジュール 
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12 次期（令和５・６年度）に向けて 

 

令和元年度より、切れ目のない協議会運営とするため協議会委員の任期を２

年に変更し、今期（令和３・４年度）から専門部会のみ委員も２年任期となり

ました。そして、２年任期の本会の開催は年度当初、中間報告、まとめの３回

としました。 

次期（令和５・６年度）は、協議会全体の委員の皆さまの顔の見える関係の

構築に向け、第１回本会の後に全体交流会の開催を予定しております。令和４

年度に初めて開催した全体交流会では、各専門部会を越えて意見交換を行いま

した。専門部会で協議しているテーマについて、協議会全体として交流する場

を設けることで、他の専門部会について知る機会となります。その後、全体交

流会で出た意見については、運営会議で集約し、次年度の交流学習会等のテー

マや企画に繋げていく流れを考えています。 

２年任期の中で協議会全体の流れを設けることで、「地域の課題」を考える

それぞれの活動をより明確にし、進めていくことを目指してまいります。 
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13 おわりに 

 

令和３•４年度大田区自立支援協議会の活動を振り返り、今期の新たな取り

組みを中心に３点ご報告します。 

ひとつ目は、専門部会のみ委員の任期が２年になったことについてです。こ

れにより協議会に関わる全ての委員が、共通認識の下に本格的な活動をスター

トすることが可能になりました。起点から２年をかけ、連続する各部会活動の

節目に本会、全体交流会が開催され、今年３月の本会をもってまとめに至り、

終点を迎えます。「これまでより時間をかけて課題を共有し、意見を交わすこ

とができた」「所属する部会以外にも関心を向けることができた」など委員の

声からもわかるように、個々が積極的に関わることで協議会全体が活性化した

ことは成果と言えるでしょう。協議会の目的である地域課題を具体的に検討す

るための時間が不足する問題は解消されることになりました。これからも２年

の期間を有効に使い、地域の課題について検討を協議会全体で推し進めていき

ます。 

ふたつ目は、10 月に開催をした全体交流会についてです。協議会委員が他の

専門部会の活動をよりよく知ることを目的としました。開催の原動力となった

のは、昨年５月の本会で交流会に関する意見交換を行ったことでした。「他の

部会の活動を知り、課題を共有したい」「地域の中で障がいのある人が何に困

っているのかを知りたい」本会であがった意見は運営会議を経て、全体交流会

として実現しました。協議会の中の垣根が低くなることで、一人ひとりの発信

が全体に響くようになったひとつの例です。専門部会の枠を越えた意見交換を

この場で終わりとせず、今後の議論に活かしていくことが重要だと思います。 

最後は、大田区の会議体に協議会から委員として参画するようになったこと

です。これは今までの活動が評価されたと受け止めることができると思いま

す。協議会はこれからも情報を共有し連携を深めていきます。 

 大田区自立支援協議会は、障がいのある人もない人も、その権利が守られ、

誰もが地域で自分らしく暮らすことができる大田区の実現を、区民の皆様とと

もに目指してまいります。 

 

 

 

                        大田区自立支援協議会 

                         副会長 山根 聖子 
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51 

 

 

 

 

 

 

 



52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

令和３・４年度 

大田区自立支援協議会報告書 
 

令和５年３月発行 

 

大 田 区 自 立 支 援 協 議 会 

大田区立障がい者総合サポートセンター 

電 話：５７２８－９１３４ 

ＦＡＸ：５７２８－９１３６ 


